
美里町議会だより

12月会議 No.64
令和３年２月１日

給食費値上げに議論 �  2
特別ページ 議会のしくみ �  7
議会懇談会を開催しました �  8
一般質問 �５議員が16項目 �  10
追　　跡 �あれどうなってんのしゃ �  18
ふれあいコーナー �「コロナ禍の荻埣親友会」 �  19

晴れの日の記念に



12月会議

　

12
月
会
議
が
12
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
５
人
が
16
項
目
を
質
問
、
議
案
の

審
議
で
は
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の

指
定
な
ど
19
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）　

２
学
期
制
へ
の
移

行
に
伴
い
、
２
０
０
日
か
ら

２
０
５
日
に
設
定
を
改
正
。

　
ま
た
、
食
材
の
仕
入
れ
価

格
の
上
昇
な
ど
か
ら
、
学
校

給
食
費
の
年
額
の
上
限
額
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
12
反
対
３（
可
決
）

質
疑

問　
米
飯
給
食
の
炊
飯
費
用

を
保
護
者
負
担
に
し
て
い
る

が
、
今
回
改
正
す
る
に
あ
た

り
検
討
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
教
育
民
生
常
任
委

員
会
か
ら
の
月
千
円
の
補
助

は
ど
う
か
と
い
う
提
言
に
つ

い
て
検
討
し
た
か
。

学
校
給
食
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

答　

米
飯
の
保
護
者
負
担
、

補
助
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　

現
在
提
供
し
て
い
る
給
食

に
対
し
て
栄
養
価
を
充
足
さ

せ
る
た
め
単
価
の
計
算
を
し
、

今
回
の
提
案
に
な
っ
た
。

問　
値
上
げ
分
と
し
て
、
町

が
負
担
す
る
な
ど
の
議
論
は

出
な
か
っ
た
の
か
。

答　
基
本
的
に
食
材
は
保
護

者
負
担
で
あ
り
、
町
負
担
で

は
な
く
保
護
者
負
担
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

問　
給
食
費
年
額
の
上
限
が
、

幼
稚
園
６
０
０
０
円
、
小
学

校
７
０
０
０
円
、
中
学
校
８

０
０
０
円
の
値
上
げ
と
な
る

が
、
総
額
は
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
栄
養
価
の
充
足
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
値
上
げ
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
手
だ
て

を
考
え
て
は
。

答　
現
在
の
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

今
回
の
単
価
を
掛
け
る
と
、

総
額
で
お
よ
そ
１
５
０
０
万

円
ほ
ど
の
増
額
と
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
で
も
あ

り
、
何
ら
か
の
形
で
助
成
措

置
な
ど
も
含
め
て
今
後
考
え

て
い
く
。

子ども達にバランスのとれた給食を

給食費
　 値上げに議論

賛
否
討
論

反
対�

福�

田�

淑�

子

給
食
費
の
値
上
げ
は

�

子
育
て
支
援
に
逆
行

　

コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
は
減
収

に
な
っ
て
い
る
。
感
染
す
る

の
で
は
な
い
か
、
会
社
が
今

後
ど
う
な
る
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い

る
状
況
に
お
い
て
、
な
ぜ
今

値
上
げ
の
提
案
な
の
か
。

　

ま
た
、
議
会
で
は
、
給
食

費
は
家
計
の
中
に
お
い
て
教

育
費
に
占
め
る
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
小
学
校
・
中
学
校
に
在
学

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に
、

月
千
円
の
助
成
を
。
ま
た
、

在
学
し
て
い
る
３
人
目
以
降

に
つ
い
て
は
半
額
助
成
と
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
町
に
提

言
し
て
い
る
。

　

仙
台
市
で
は
栄
養
価
を
充

足
す
る
た
め
の
値
上
げ
と
し

た
が
、
充
足
し
な
か
っ
た
。

　

値
上
げ
は
子
育
て
支
援
に

逆
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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４月から各種証明書がコンビニで

（
要
旨
）　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
に
設
置
さ
れ
た

多
機
能
端
末
機
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
よ
り
印
鑑
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
新
た
な
規
定
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
13
反
対
２（
可
決
）

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

質
疑

問　
個
人
情
報
の
漏
え
い
対

策
は
。

答　

多
機
能
端
末
機
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。

町
議
会
議
員
及
び
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例

（
要
旨
）　
立
候
補
環
境
改
善

の
た
め
、
選
挙
公
営
の
対
象

を
市
と
同
様
の
も
の
に
し
、

供
託
金
制
度
を
導
入
す
る
法

改
正
に
伴
い
、
町
議
会
議
員

及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
詳

細
は
。

答　
公
職
選
挙
法
で
定
め
ら

れ
て
い
る
Ａ
４
サ
イ
ズ
を
、

選
挙
期
間
中
の
み
使
用
で
き

る
。

問　
町
長
選
挙
、
町
議
会
議

員
選
挙
の
全
体
の
金
額
と
財

源
は
。

答　
町
長
選
挙
に
候
補
者
が

４
人
出
る
仮
定
で
、
総
額

１
７
５
万
円
程
度
、
町
議
会

議
員
選
挙
は
、
候
補
者
が
21

人
で
８
６
４
万
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。
財
源
は
全
て

一
般
財
源
で
あ
る
。

問　

国
の
補
填
は
な
い
が
、

交
付
税
の
算
定
に
組
み
込
ま

れ
る
の
か
。

答　
交
付
税
の
基
準
財
政
需

要
額
の
包
括
算
定
経
費
で
、

全
体
的
に
は
網
羅
さ
れ
て
い

る
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
及
び
下
二
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

（
要
旨
）　

事
業
の
継
続
性
、

指
定
管
理
者
の
実
績
な
ど
か

ら
、
現
在
管
理
し
て
い
る
公

益
社
団
法
人
美
里
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
美
里
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
及

び
下
二
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
指
定
管
理
者
の
指
定
は
、

美
里
町
指
定
管
理
者
制
度
運

用
方
針
ど
お
り
行
わ
れ
た
か
。

答　
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
募
集
が
非
公
募

で
あ
り
、
前
回
も
１
者
指
名

の
非
公
募
だ
が
、
競
争
原
理

の
必
要
性
は
ど
う
考
え
た
か
。

答　
事
業
の
継
続
性
、
指
定

管
理
の
実
績
な
ど
か
ら
、
団

体
に
よ
る
継
続
し
た
運
営
管

理
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。

問　
美
里
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
も
同
じ
事
務
所
内

だ
が
、
維
持
費
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
は
、
行
政
財
産
の
目

的
外
使
用
を
許
可
し
て
い
る
。

　

水
道
光
熱
費
に
つ
い
て
は
、

相
当
額
を
徴
収
し
て
い
る
。

コンビニ交付サービス開始
個人番号カードで

美里町議会だより
令和３年２月１日 3



令和２年度
補正予算

ホワイトイルミネーション
商店街活性化支援補助金で

（
要
旨
）　
１
５
６
１
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
４
７
億
７
２
４
４
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
商

店
街
活
性
化
支
援
補
助
金
２

６
０
万
円
、
保
育
施
設
感
染

対
策
事
業
１
５
５
万
円
、
道

路
橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業

５
０
０
万
円
、
就
学
奨
励
図

書
カ
ー
ド
１
２
７
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
寄
附
金
１
４
４
万
円
、

県
産
牛
肉
学
校
給
食
提
供
支

援
事
業
費
補
助
金
98
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。

　
賛
成
14
反
対
１（
可
決
）

質
疑

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
暗
い

年
の
瀬
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
夜
市
、
小
牛
田
駅
開
業

１
３
０
周
年
の
企
画
は
よ
い

が
、
駅
前
商
店
会
だ
け
で
な

く
、
商
工
会
と
連
携
す
る
計

画
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
事
業
主
体
は
小
牛
田
駅

前
商
店
会
で
あ
る
が
、
事
業

全
体
の
中
で
可
能
な
連
携
を

取
り
な
が
ら
推
進
す
る
。

問　
３
密
対
策
の
内
容
は
。

答　
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の

事
前
の
検
温
、
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
、
マ
ス
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
除
菌
の
使
用
。

　

室
内
で
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
は
入
場
制
限
し
、

マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
間
隔
を

取
っ
て
聴
く
環
境
を
作
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
過
密
に
な
ら

な
い
よ
う
、
人
を
入
れ
替
え

な
が
ら
実
施
す
る
。

問　
保
育
施
設
の
修
繕
内
容

は
。

答　
小
牛
田
保
育
所
の
抗
菌

仕
様
に
な
っ
て
い
な
い
幼
児

用
大
便
器
２
台
を
更
新
す
る
。

　

ま
た
、
感
染
対
策
で
空
気

清
浄
機
１
台
、
増
設
分
の
机

23
台
、
遊
戯
室
の
カ
ー
テ
ン

を
制
菌
性
の
も
の
に
、
床
に

敷
く
ジ
ョ
イ
ン
ト
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
抗
菌
性
の
も
の
に
更
新

す
る
。

問　
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
管

理
事
業
の
内
容
は
。

答　
駅
前
の
人
工
川
の
改
修
、

牛
飼
八
幡
の
道
路
側
溝
の
ふ

た
掛
け
、
北
浦
二
又
の
道
路

側
溝
の
改
修
、
平
針
中
川
前

と
不
動
堂
の
道
路
脇
の
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
改
修
な
ど
を
行

う
。

　

ま
た
、
志
賀
公
園
、
小
牛

田
駅
前
公
園
、
北
浦
公
園
の

照
明
灯
や
外
周
灯
の
更
新
を

す
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
寄
附
金
は
何
件

で
、
町
内
の
方
な
の
か
。

答　
個
人
と
会
社
を
含
め
て

５
件
、
全
て
町
内
の
方
で
あ

る
。

問　
寄
附
金
の
使
途
は
。

答　
使
途
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。

　

図
書
カ
ー
ド
の
配
布
、
感

染
予
防
対
策
と
し
て
施
設
消

毒
消
耗
品
の
購
入
な
ど
に
充

て
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
費
の
就
学
援
助

費
認
定
児
童
生
徒
等
支
援
事

業
で
、
な
ぜ
図
書
カ
ー
ド
な

の
か
。

　
ま
た
、
配
付
の
方
法
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
お
困
り
の

方
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
お
子

さ
ん
に
、
図
書
カ
ー
ド
を

贈
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
寄

附
が
あ
り
事
業
化
し
た
。

　

書
留
な
ど
で
配
付
す
る
。

問　
県
産
牛
肉
学
校
給
食
提

供
支
援
事
業
費
補
助
金
の
内

容
は
。

答　
消
費
拡
大
と
し
て
、
町

内
小
中
学
校
の
給
食
に
各
校

３
回
ま
で
助
成
さ
れ
る
。
９

月
会
議
の
26
万
７
０
０
０
円
、

２
６
７
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
補
正

計
上
後
、
県
補
助
に
余
裕
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
３
６

４
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
増
量
し

提
供
す
る
。

問　
３
回
に
わ
た
り
給
食
に

提
供
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が

内
容
は
。

答　
11
月
17
日
に
牛
丼
を
提

供
し
て
い
る
。
12
月
22
日

ハ
ッ
シ
ュ
ド
ビ
ー
フ
、
１
月

29
日
ス
テ
ー
キ
で
の
提
供
を

考
え
て
い
る
。

イルミネーションで希望と元気を

一
般
会
計
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11月会議

11月第２回会議

11月５日

11月30日

教育用タブレット
　４月１日より使用

　

11
月
会
議
で
は
条
例
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
３
議
案
を
、
11
月
第
２
回
会
議
で
は
条
例
改
正

や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
10
議
案
を
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

コロナ対策で２台増える
スクールバス

（
要
旨
）　
５
２
３
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
１
４
７
億
７
１
０
８
万

円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
費
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
空
調
設
備
設
置
工
事
請
負

費
１
８
２
万
円
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工

事
請
負
費
４
４
０
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

８
３
１
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

一
般
会
計
補
正
予
算

業
務
委
託
契
約
の
締
結

（
小
中
学
校
内
情
報
通
信

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
業
務
）

（
要
旨
）　
小
中
学
校
内
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
業

務
に
つ
い
て
、
ア
ル
プ
ス
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
㈱
古
川
営
業
所
と
１
億
３

７
５
０
万
円
で
業
務
委
託
契

約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
研
修
な
ど
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
２
月
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、機
器
、タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
を
す
る
。
３
月
の

１
か
月
間
を
調
整
期
間
と
考

え
、
教
職
員
へ
の
研
修
を

行
っ
た
上
で
４
月
１
日
か
ら

使
え
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。 （

要
旨
）　
１
６
９
６
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
４
７
億
８
８
０
４
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
民

生
費
に
南
郷
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
実
施
設
計
業
務
委

託
料
７
１
８
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
社

会
福
祉
施
設
整
備
事
業
債
５

一
般
会
計
補
正
予
算

７
０
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

賛
成
14
反
対
１（
可
決
）

質
疑

問　
教
育
総
務
費
の
人
件
費
、

時
間
外
勤
務
手
当
の
２
１
７

万
円
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
業
務
に
影

響
が
出
て
い
る
た
め
、
超
過

勤
務
分
を
増
額
す
る
。

（
要
旨
）　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
２

台
、三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ
ク・

バ
ス
株
式
会
社
と
１
５
７
９

万
円
で
物
品
購
入
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

財
産
の
取
得

�

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

質
疑

問　
バ
ス
の
購
入
に
当
た
り
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
考
慮
し

て
い
る
か
。

答　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
バ
ス
に
は
な
い

天
井
換
気
扇
を
つ
け
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
元
年
度
三
十
軒
大
橋
橋

梁
補
修
工
事（
繰
越
明
許
））

（
要
旨
）　
一
般
競
争
入
札
を

行
い
、
株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

仙
台
支
店
と
６
８
２
０
万
円

で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
令
和
元
年
度
の
繰

※

越
明

許
が
11
月
末
に
な
っ
た
理
由

は
。

答　
出
水
期
の
河
川
占
用
許

可
を
得
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
で
あ
り
、
渇
水
期
の
施
工

と
す
る
た
め
、
今
の
時
期
と

な
っ
た
。

※　

�

繰
越
明
許
…
翌
年
度
に
繰
越
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
事
業

美里町議会だより
令和３年２月１日 5



固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

遊ゆ

佐さ

　
　
清き

よ
し 

氏

�

（
平
針
３
区
）

賛
成
15
反
対
０（
同
意
）

武む

者し
ゃ

　
美よ

し
太た

郎ろ
う 

氏

�

（
木
間
塚
２
区
）

賛
成
15
反
対
０（
同
意
）

渡わ
た
な
べ邊

　
哲て

つ
や也 

氏

�

（
的
場
柳
原
）

賛
成
15
反
対
０（
同
意
）

人
事
案
件

　

投
票
に
よ
る
採
決
の

結
果
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
３
件
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
６
年
２
月

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

■令和２年度11月第２回会議

■令和２年度12月会議

議

案

番

号

　議員氏名　

　議案名

吉

田

眞

悦

鈴

木

宏

通

村

松

秀

雄

吉

田

二

郎

平

吹

俊

雄

手

島

牧

世

佐

野

善

弘

藤

田

洋

一

山

岸

三

男

柳

田

政

喜

前

原

𠮷

宏

櫻

井

功

紀

福

田

淑

子

千

葉

一

男

我

妻
　

薫

大　

橋　

昭
太
郎

賛

成

反

対

審

議

結

果

議案第44号 美里町職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第45号 令和２年度美里町一般会計補正予算
（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第46号 令和２年度美里町介護保険特別会計補
正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第47号 令和２年度美里町水道事業会計補正予
算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第48号 令和２年度美里町病院事業会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議案第49号 令和２年度美里町下水道事業会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 14 1 可決

議

案

番

号

　議員氏名　

　議案名

吉

田

眞

悦

鈴

木

宏

通

村

松

秀

雄

吉

田

二

郎

平

吹

俊

雄

手

島

牧

世

佐

野

善

弘

藤

田

洋

一

山

岸

三

男

柳

田

政

喜

前

原

𠮷

宏

櫻

井

功

紀

福

田

淑

子

千

葉

一

男

我

妻
　

薫

大　

橋　

昭
太
郎

賛

成

反

対

審

議

結

果

議案第53号� 美里町印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × − 13 2 可決

議案第58号� 美里町学校給食費に関する条例の一部を
改正する条例 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ − 12 3 可決

議案第70号� 令和２年度美里町一般会計補正予算（第１
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 14 1 可決

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。

意見が分かれた議案の賛否一覧

美里町議会だより
令和３年２月１日6



特別ページ

　
以
前
、
中
学
生
か
ら
い
た

だ
い
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

●
美
里
町
に
は
い
ろ
い
ろ
な

課
題
が
あ
り
解
決
し
よ
う
と

対
策
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

●
町
の
行
政
が
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
視

野
が
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。

　
議
員
か
ら
実
際
に
話
を
聞

く
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

●
議
会
の
話
を
聞
い
て
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
選
挙
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
18

歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
出
前
授
業
を
通
じ
て
中
学

生
に
議
会
へ
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
議
会
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
後
も
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
出
前
授
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議会の
しくみ

　これまで美里町議会では、毎年中学校での出前授業を行ってきました。本年度は、新型コロナ
ウイルス感染防止対策のため「議会だより」により議会の役割りや仕組みをお伝えします。

　地方自治体では、執行機関の町長
（首長）と、議決機関の議会議員を、
それぞれ住民が直接選挙で選び、町
長、議会がそれぞれ住民に対して直
接責任を負うという制度をとってい
ます。これを二元代表制と言います。

人口：24,227人
令和２年12月１日現在

選挙権：町内に３カ月
以上居住している18歳
以上の日本国民

被選挙権：議員は日本国民で
満25歳以上の美里町議会議員
の選挙権を有する者（町長は
日本国民で満25歳以上の者）

現在の町長、町議会議員の任期（４年間）は、平成30年２月５日～令和
４年２月４日までです。条例で町議会議員定数は16人、議員の平均年
齢は65.9歳（令和２年４月１日現在）です。

ポイント！
町　民

選　挙

町 議 会

（議決機関）

町　長

（執行機関）

二元代表制とは

中学生のみなさん
に知って欲しい

　美里町議会では、平成
28年から１年間を一つの
会期とする通年会期制（通
年議会）を導入しました。
　これにより災害などの突
発的な事案やコロナ対策な
どへの対応がいつでも議会
で審議することができます。
　また、４月から始まる会
期中、定例会議を年４回（６
月、９月、１２月、３月）
定めています。

ポイント！ 通年議会とは

◦議会の意思を決定する会議で、提出された議
案や議会としての意見書採択など、すべて本
会議において議決されます。

◦会議は、議員定数の半数以上出席したとき、
議長の開議宣告で会議が開かれます。

◦本会議では、議案について説明や質疑、賛成・
反対の討論、そして採決が行われます。

◦定例会議では、議員が町政全般について町長
の考えをただす一般質問が行われます。

◦町長からは、行政報告という形で重要な出来
事などが、議会に報告されます。

◦本会議は、スマホなどで見られるようイン
ターネットで配信しています。

ポイント！ 本会議とは

町民の
声を聴く

条例・予算等の提案

議決・調査・検査等

請願・陳情

施策の実施

美里町議会だより
令和３年２月１日 7



◆各班の構成議員（○印は班長）
　•第１班 ○佐野善弘、吉田眞悦、平吹俊雄、福田淑子、千葉一男
　•第２班 ○山岸三男、村松秀雄、藤田洋一、櫻井功紀、我妻　薫
　•第３班 ○柳田政喜、鈴木宏通、吉田二郎、手島牧世、前原𠮷宏

議会懇 談会 を開催しました

青生コミュニティセンター（３班）

　
10
月
20
日
、
21
日
の
２
日

間
、
町
内
６
会
場
で
議
会
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
行
政
区
・
団
体
な

ど
の
要
請
に
よ
る
懇
談
会
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
多
く
の
町
民
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
の
両
立
に
留
意
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
員
は
３
班
に
分
か
れ
て

各
会
場
を
担
当
し
、
議
会
か

ら
は
２
つ
の
常
任
委
員
会
の

政
策
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

協
議
の
経
過
を
中
心
に
報
告

を
行
い
、
そ
の
後
は
自
由
に

お
話
を
い
た
だ
く
懇
談
の
時

間
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
質
問
や
ご
意
見
、
ご

要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
に
、

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
な

ど
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●総務、産業、建設常任委員会テーマ�「公共施設マネジメントについて」
●教育、民生常任委員会テーマ� 「奨学金による人材確保について」

開�催�日 会�場�名�と�参�加�者�数

10月20日
（火）

練牛住宅集会所 ７人

駅東地域交流センター ５人

青生コミュニティセンター 23人

10月21日
（水）

中埣コミュニティセンター ９人

本小牛田コミュニティセンター 22人

二郷第１住宅集会所 26人

参 加 者 総 数　92人

美里町議会だより
令和３年２月１日8



●
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
、

今
後
で
き
る
統
合
中
学
校

は
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

●
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
投
資
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
前
提
と
し
て
考
え
て
い

な
い
の
で
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
後
、
再
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

●
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進

め
る
べ
き
。

●
町
の
現
在
の
借
入
金
を
考

え
る
と
、
公
共
施
設
を
半

分
に
減
ら
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

●
南
郷
庁
舎
を
大
学
の
農
学

部
な
ど
に
貸
し
、
先
進
農

業
を
行
う
こ
と
で
、
南
郷

地
域
の
活
性
化
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

●
奨
学
金
は
、
給
付
型
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

●
町
の
奨
学
金
は
ど
う
い
う

条
件
で
利
用
で
き
る
の
か
。

●
奨
学
金
利
用
者
の
卒
業
後

の
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
。

●
町
の
奨
学
金
貸
付
基
準
、

他
市
町
と
比
べ
て
違
い
が

あ
る
の
か
。

●
奨
学
金
の
額
を
見
直
し
、

貸
し
出
す
の
で
は
な
く
給

付
す
る
内
容
に
見
直
し
て

ほ
し
い
。

●
奨
学
金
は
、
全
額
返
還
な

の
か
。
優
秀
な
人
材
を
確

保
で
き
る
よ
う
検
討
す
べ

き
。

●
町
は
、
石
巻
市
の
奨
学
金

返
済
補
助
事
業
の
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
、
進
め

る
べ
き
。

議会懇 談会 を開催しました令和２年
常
任
委
員
会
の
政
策
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」

「
奨
学
金
に
よ
る
人
材
確
保
に
つ
い
て
」

※�

報
告
書
の
全
文

は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

（
町
議
会
・
監
査
→

委
員
会
等
活
動
記

録
）

※�各会場で寄せられたご質問、ご意見、ご要望は「議会懇談
会の結果」として、町のホームページや行政情報コーナー
（本庁舎および南郷庁舎の町民ホール）でご覧いただけます。

本小牛田コミュニティセンター（２班）

練牛住宅集会所（１班）

美里町議会だより
令和３年２月１日 9



我
妻　
　
薫　

 
  

11

①	
原
発
事
故
か
ら
の
避
難
は

手
島　
牧
世　

 
  

12

①	

部
活
動
改
革
の
方
向
性
は

②	

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
注
い
で

吉
田　
二
郎　

 
  

13

①	

な
か
な
か
減
ら
な
い
地
方
債

②	

町
営
住
宅
の
改
修
、
建
て
替
え
は

福
田　
淑
子　

 
  

14

①	

コ
ロ
ナ
禍　
施
設
の
無
料
開
放
を

②	

今
後
10
年
間
の
財
政
計
画
を
示
せ

柳
田　
政
喜　

 
  

15

①	

教
育
機
関
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は

②	

住
民
通
報
の
整
理
確
認
を

　
12
月
８
日
か
ら
９
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
５
人
の
議
員
が
、
原
子
力
災
害
対
策
や
財
政

健
全
化
に
つ
い
て
な
ど
16
項
目
に
わ
た
り
、
町
の
方
針

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
３
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
　
…
16

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問

を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。

美里町議会だより
令和３年２月１日10



一般質問

県は避難時の検査手順を確認

問　
実
際
、
女
川
原
子
力
発

電
所
が
２
年
後
再
稼
働
に
な

る
。
全
町
民
に
呼
び
か
け
て

の
訓
練
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
長　
昨
年
の
10
月
に
、
最

上
町
の
髙
橋
町
長
と
会
い
、

最
上
地
方
８
市
町
村
と
協
議

し
た
い
旨
を
伝
え
、
前
向
き

な
答
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
を
見
な
が
ら
、

具
体
的
な
協
議
を
行
っ
て
い

く
。

問　
全
町
民
対
象
の
避
難
訓

練
が
必
要
と
思
う
が
予
定
は
。

町
長　
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定

は
立
て
て
い
な
い
。

力
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
。

　

福
祉
施
設
な
ど
の
作
成
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配
布
の

説
明
書
作
成
や
体
制
づ
く
り

な
ど
の
準
備
は
身
近
な
医
師

会
、
薬
剤
師
会
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
な
い
の
か
。

町
長　
具
体
的
な
協
議
は
行

え
て
い
な
い
。

問　
医
師
の
処
方
箋
は
事
前

に
準
備
す
る
よ
う
提
案
し
て

い
た
が
検
討
し
た
か
。

町
長　
今
後
、
そ
う
し
た
詳

細
部
分
も
し
っ
か
り
検
証
し

て
、
避
難
計
画
の
実
効
性
を

高
め
て
い
き
た
い
。

問　
広
域
避
難
に
お
け
る
受

入
れ
施
設
の
調
整
な
ど
、
山

形
県
最
上
地
方
８
市
町
村
と

の
具
体
的
協
議
は
。

原
発
事
故
か
ら
の
避
難
は

〈
町
長
〉
今
後
実
効
性
を
高
め
て
い
く

町
長　
民
間
施
設
の
設
置
状

況
な
ど
も
今
後
把
握
し
た
い
。

　

ま
ず
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
区
域
の
避

難
を
第
一
優
先
に
考
え
て
い

る
。

問　
小
島
地
区
、
南
郷
地
域
、

小
牛
田
地
域
と
分
け
て
行
動

で
き
る
と
の
考
え
方
で
本
当

に
実
効
性
あ
る
避
難
行
動
に

移
れ
る
の
か
。

町
長　
原
子
力
事
故
が
起
き

た
場
合
は
、
小
島
地
区
だ
け

で
な
く
全
町
が
対
応
す
る
と

し
て
き
た
。
全
町
を
対
象
と

し
た
防
災
は
非
常
に
難
し
い

た
め
再
稼
働
に
反
対
し
て
き

た
。

問　
学
校
、
福
祉
施
設
な
ど

の
避
難
計
画
、
原
子
力
災
害

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状

況
は
ど
う
か
。

町
長　
公
立
保
育
所
、
幼
稚

園
お
よ
び
小
中
学
校
は
原
子

問　
被
災
原
発
の
危
険
が
現

実
味
を
帯
び
て
い
る
。
避
難

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
意

味
で
質
問
す
る
。

　
石
巻
市
の
避
難
者
受
入
れ

に
つ
い
て
の
具
体
的
協
議
は

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
具
体
的
な

協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
本
町
職
員
の
配
置
が
ど

の
程
度
が
必
要
な
の
か
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

町
長　
ま
だ
具
体
的
な
人
数

な
ど
の
体
制
は
整
理
で
き
て

な
い
。

　

今
後
の
避
難
訓
練
な
ど
の

中
で
実
効
性
を
高
め
て
い
き

た
い
。

問　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退

避
施
設
の
事
前
調
査
、
体
制

整
備
は
ど
う
か
。
所
有
者
へ

の
指
示
、
要
請
な
ど
の
準
備

も
必
要
で
は
な
い
か
。

我 妻 　 薫

美里町議会だより
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一般質問

な
と
こ
ろ
で
日
常
的
に
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
関
し
て
、
実
際
に
車

椅
子
で
来
た
場
合
に
対
応
で

き
な
い
状
態
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
も
施
設
の
在
り
方
を

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　
今
後
、
長
寿
命
化
な

ど
を
行
う
場
合
に
、
配
慮
し

な
が
ら
改
善
を
し
て
い
く
。

問　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
特
有

の
障
壁
解
消
と
実
施
環
境
の

整
備
、
団
体
の
体
制
整
備
支

援
を
念
頭
に
、
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
に
も
力
を
注
い
で
ほ
し

い
と
考
え
る
が
。

町
長　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

も
、
町
と
し
て
は
力
を
入
れ

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

は
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た

こ
と
な
の
か
。

町
長　
指
導
者
の
要
望
を
聞

き
な
が
ら
、
町
が
で
き
る
支

援
を
行
う
。

問　
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
関
す
る
環
境
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
障
害
を
持
つ
方
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
が
身
近

問　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
の
育
成
に
努
め
る
と
し
て
、

具
体
的
に
何
を
行
っ
た
の
か
。

町
長　
町
が
こ
れ
ま
で
、
育

成
に
直
接
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
は
特
に
な
い
。
障

害
者
福
祉
協
会
と
連
携
を
図

り
、
指
導
者
の
育
成
に
つ
い

て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

問　
必
要
な
支
援
を
行
う
と

設
と
公
共
施
設
の
使
用
や
利

用
を
改
め
て
考
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長　
学
校
部
活
動
が
地
域

移
行
で
き
る
環
境
が
整
備
さ

れ
る
際
に
具
体
的
に
検
討
す

る
。

問　
美
里
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
、
今
後
40
年

か
け
て
延
べ
床
面
積
の
２
割

以
上
の
削
減
に
努
め
る
と
あ

る
。
そ
の
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
施
設
の
使
い
方
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
は
。

町
長　
今
後
、
町
で
定
め
る

計
画
の
中
で
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
総
合
的
に
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

問　
学
校
の
働
き
方
改
革
を

踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
に
つ

い
て
は
、
学
校
と
地
域
が
協

働
、
融
合
し
た
部
活
動
の
具

体
的
な
方
向
性
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
話
合
い
を
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
だ
け

で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
所
管
し
て
い
る
地
域

ス
ポ
ー
ツ
と
の
兼
ね
合
い
が

大
き
い
。
そ
の
部
分
も
含
め

協
議
を
し
て
い
く
。

問　
国
は
、
休
日
の
部
活
動

の
段
階
的
な
地
域
移
行
を
考

え
て
い
る
。
本
町
の
考
え
は
。

教
育
長　
教
員
の
働
き
方
改

革
と
部
活
動
の
資
質
的
な
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

問　
学
校
内
で
の
部
活
動
と
、

地
域
に
お
け
る
学
校
部
活
動

の
連
携
の
具
体
的
な
取
組
は
。

教
育
長　
こ
れ
と
い
っ
た
名

案
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。

問　
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
に
よ
り
、
学
校
敷
地
内
施

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
注
い
で

〈
町
長
〉
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

車いすでも安心して使える施設を

手 島 牧 世
〈教育長〉今後、協議していく

部活動改革の方向性は

美里町議会だより
令和３年２月１日12



一般質問

住んで良かったと思われる
まちづくりを

る
。
山
の
神
住
宅
、
北
浦
第

二
住
宅
の
次
は
ど
こ
の
住
宅

の
改
修
、
建
て
替
え
を
計
画

し
て
い
る
か
。

町
長　
改
修
す
る
住
宅
と
し

て
志
賀
町
住
宅
、
建
て
替
え

る
住
宅
と
し
て
梅
ノ
木
住
宅

を
計
画
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
建
て
替
え
、

ま
た
は
用
途
廃
止
を
検
討
す

る
住
宅
と
し
て
、
北
浦
第
三

住
宅
、
大
柳
第
二
住
宅
、
北

浦
第
一
住
宅
、
二
郷
第
一
住

宅
の
４
カ
所
を
計
画
し
て
い

る
。

戸建で住みやすくなった町営住宅

問　
町
営
住
宅
に
は
政
策
空

き
家
が
あ
る
が
、
な
ぜ
政
策

空
き
家
と
し
て
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。　

町
長　
公
営
住
宅
の
老
朽
化

に
伴
い
、
建
て
替
え
、
住
戸

の
改
善
事
業
、
用
途
廃
止
を

行
う
た
め
に
新
た
な
入
居
募

集
を
停
止
し
、
こ
れ
ら
の
事

業
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
、
計
画
的
に
空
き
家
と
し

て
い
る
。

問　
町
営
住
宅
は
、
経
年
劣

化
に
よ
る
損
傷
が
進
ん
で
い

町営住宅の改修、建て替えは

〈町長〉2カ所を計画している

問　
町
営
山
の
神
住
宅
と
町

営
北
浦
第
二
住
宅
が
完
成
し

入
居
者
を
募
集
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
何
件
応
募
が
あ
っ
た
か
。

町
長　
山
の
神
住
宅
が
募
集

戸
数
６
戸
に
対
し
30
件
、
北

浦
第
二
住
宅
が
２
戸
に
対
し

６
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問　
新
中
学
校
建
設
の
事
業

費
に
約
55
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
財
源
と
し
て
国
、

県
か
ら
の
支
出
金
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
地
方
債
は
い
く

ら
か
。　

町
長　

町
が
直
接
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
概
算
事
業
費

54
億
７
３
７
５
万
円
で
、
国

か
ら
の
補
助
金
は
約
９
億
５

２
０
０
万
円
、
地
方
債
は
約

37
億
５
３
０
０
万
円
見
込
ん

で
い
る
。
地
方
債
残
高
ピ
ー

ク
は
だ
い
た
い
１
３
６
億
円

で
あ
る
。

問　
令
和
元
年
度
末
の
町
債

残
高
は
、
一
般
会
計
１
０
９

億
１
８
７
４
万
円
、
そ
の
う

ち
臨
時
財
政
対
策
債
費
49
億

７
３
７
３
万
円
を
含
ん
で
い

る
。
臨
時
財
政
対
策
債
費
は
、

地
方
債
と
同
じ
よ
う
な
も
の

で
、
後
年
度
に
地
方
交
付
税

に
加
味
さ
れ
て
戻
っ
て
く
る

の
か
。

町
長　
普
通
交
付
税
の
不
足

分
を
発
行
す
る
の
が
臨
時
財

政
対
策
債
で
あ
る
。
償
還
に

つ
い
て
利
子
を
含
め
国
か
ら

措
置
さ
れ
、
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
る
。

問　
令
和
元
年
度
末
の
決
算

で
、
経
常
収
支
比
率
が
目
標

の
90
％
以
下
で
は
な
く
、

92
・
９
％
だ
っ
た
。
こ
の
数

字
だ
と
投
資
的
経
費
に
は
思

う
よ
う
に
使
わ
れ
な
く
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
合
併
加
算
措
置
が
平

成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
縮

減
さ
れ
、
２
年
度
に
終
了
す

る
の
で
、
経
常
収
支
比
率
も

上
昇
し
て
い
る
。

　

町
の
自
主
財
源
が
増
え
れ

ば
、
投
資
的
経
費
の
方
に
回

せ
る
予
算
が
増
え
る
。

な
か
な
か
減
ら
な
い
地
方
債

〈
町
長
〉
ピ
ー
ク
は
大
体
１
３
６
億
円

吉 田 二 郎�
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一般質問

新中学校予定地

め
る
予
定
で
あ
る
。

　

３
年
中
に
事
業
者
に
つ
い

て
選
定
作
業
を
進
め
、
概
ね

の
額
が
確
定
す
る
。

問　
今
後
10
年
間
の
財
政
計

画
は
い
つ
示
す
の
か
。

町
長　
３
年
９
月
頃
に
示
す

予
定
で
あ
る
。

問　

町
民
は
町
の
財
政
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
心
配
し
て
い
る
。
町
民
に

対
し
て
、
説
明
会
は
必
要
で

あ
る
が
。

町
長　
き
ち
ん
と
健
全
に
財

政
を
運
営
し
て
い
く
の
で
、

現
段
階
で
は
説
明
会
は
考
え

て
い
な
い
が
、
整
っ
た
段
階

で
説
明
を
し
て
い
く
。

問　
新
中
学
校
施
設
整
備
の

概
算
事
業
費
、
54
億
７
３
７

５
万
円
に
変
更
は
な
い
の
か
。

町
長　
変
更
は
な
い
。

問　
実
質
的
な
町
の
負
担
額

は
い
く
ら
か
。

町
長　
32
億
５
６
０
０
万
円

で
あ
る
。

問　
町
の
負
担
額
の
限
度
額

は
い
く
ら
か
。

町
長　
現
在
の
と
こ
ろ
設
定

し
て
い
な
い
。

問　
限
度
額
を
決
め
て
お
か

な
い
と
、
今
後
の
財
政
に
大

き
く
か
か
わ
る
事
で
あ
る
。

町
長　
３
年
３
月
ま
で
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
に
向
け
た
事
業
費
を
固

〈町長〉３年９月頃に予定している

今後10年間の財政計画を示せ

〈
町
長
〉
調
査
し
、
対
応
を
考
え
て
い
く

コ
ロ
ナ
禍 

施
設
の
無
料
開
放
を

福 田 淑 子

コロナ禍でも健康増進を（以前の様子）

町
長　
そ
の
実
態
を
受
け
止

め
て
い
な
か
っ
た
。
し
っ
か

り
と
調
査
し
な
が
ら
今
後
の

対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
運
動
し

て
健
康
を
保
つ
と
い
う
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
す
る
ま
で
だ
け
で

も
せ
め
て
、
無
料
に
し
て
、

健
康
増
進
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
な
ぜ
思
わ
な
い

の
か
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
範
囲

が
狭
め
ら
れ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
体
を
動

か
す
町
民
が
増
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
だ
か
ら
こ

そ
施
設
を
無
料
開
放
し
、
健

康
維
持
を
応
援
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長　
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
、
す
べ
て
無
料
に
す
る

と
い
う
事
態
に
ま
で
の
必
要

性
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
町
民
は
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
体
を

動
か
し
た
い
。
け
れ
ど
も
お

金
を
出
さ
な
い
と
気
軽
に
運

動
す
る
場
所
が
な
い
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
健
康
増
進
は
、
健

康
保
険
の
歳
出
に
も
影
響
し

減
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ

美里町議会だより
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一般質問

問　
令
和
元
年
度
と
本
年
度

11
月
時
点
ま
で
の
漏
水
箇
所

と
判
明
要
因
は
。

町
長　
令
和
元
年
度
は
路
上

の
配
水
管
、
給
水
管
が
24
件
、

宅
地
内
の
給
水
管
、
止
水
栓

が
１
４
７
件
で
あ
り
、
漏
水

調
査
に
よ
る
も
の
が
路
上
17

件
と
宅
地
内
１
３
２
件
で
、

そ
の
他
は
通
報
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
本
年
度
は
同

じ
く
路
上
17
件
、
宅
地
内
37

件
で
あ
り
、
調
査
に
よ
る
も

の
が
路
上
12
件
と
宅
地
内
32

件
で
、
そ
の
他
は
通
報
な
ど

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
住
民
か
ら
な
か
な
か
修

理
し
て
い
た
だ
け
な
い
と
い

う
話
も
あ
る
。
住
民
か
ら
の

通
報
な
ど
の
整
理
確
認
は
出

来
て
い
る
の
か
。

町
長　
修
理
依
頼
台
帳
、
管

理
台
帳
に
よ
り
履
行
の
確
認

を
し
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て

台
帳
確
認
を
し
、
全
職
員
と

共
有
し
な
が
ら
再
確
認
し
て

い
く
。

古い石綿管がまだ残っている

〈
町
長
〉
確
認
し
て
い
る
が
、
再
度
確
認
す
る

住
民
通
報
の
整
理
確
認
を

ドアハンドルなどにフィルムを

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
際
に
検
討

し
た
が
、
製
品
の
確
保
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
、
本
年
度

の
設
置
は
見
送
っ
た
。

問　
小
さ
な
子
ど
も
は
握
力

も
な
く
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
の

も
大
変
。
自
動
セ
ン
サ
ー
式

で
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
手
洗
い

す
る
と
思
う
が
、
幼
稚
園
な

ど
に
先
行
導
入
し
て
は
。

町
長　
こ
の
件
に
関
し
教
育

委
員
会
で
細
か
い
検
討
を
し

て
い
な
い
。
今
後
、
実
情
に

合
わ
せ
学
校
、
幼
稚
園
の
聞

き
取
り
を
行
い
な
が
ら
、
小

さ
い
子
ど
も
に
対
し
て
の
ケ

ア
も
含
め
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問　
教
育
機
関
に
お
け
る
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
抗
菌
、

殺
菌
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
状
況

は
。

町
長　
使
用
し
て
い
な
い
。

問　
人
の
出
入
り
の
多
い
と

こ
ろ
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
高
価
な
物
で
は
な
く
、
接

触
直
後
か
ら
殺
菌
効
果
が
始

ま
り
長
い
も
の
だ
と
６
カ
月

く
ら
い
使
用
で
き
る
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
検

討
す
べ
き
で
は
。

町
長　

確
認
し
た
と
こ
ろ
、

試
験
的
に
購
入
し
、
利
用
す

る
学
校
も
有
り
、
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　
自
動
セ
ン
サ
ー
水
栓
蛇

口
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

柳 田 政 喜
〈町長〉情報を共有し検討していく

教育機関のコロナ感染対策は
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令和３年２月１日 15



件　　　　　　名 提　出　者 受付年月日

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を
守るための意見書」採択を求める陳情書の提出について

宮城県医療労働組合連合会
執行委員長　中山　　修

令和２年
11月４日

「看護師の全国を適用地域とした特定最低賃金の新設を
求める意見書」採択を求める陳情書の提出について
「介護従事者の全国を適用地域とした特定最低賃金の新
設を求める意見書」採択を求める陳情書の提出について
「介護従事者の勤務環境及び処遇改善を求める意見書」
採択を求める陳情書の提出について

米軍基地負担の軽減及び日米地位協定の見直しに関して
日米地位協定問題を考える
宮城の会
責任者　佐藤　春治

令和２年
11月16日

女川原発再稼働を認める宮城県決議の撤回を求める陳情書 浅利　志津子 令和２年
11月17日

水田農業対策に関する要請書
新みやぎ農業協同組合
代表理事組合長
大坪　輝夫

令和２年
11月18日

女川原発再稼働を認める宮城県決議への反対表明を求め
る陳情書 浅利　志津子 令和２年

12月２日

陳情書８件は 11 月第２回会議、12 月会議で全議員に配付しました。

※陳情書とは、紹介議員のある請願書以外のものをいいます。

陳情書等一覧

一般質問一般質問
あ
れこ

れ

福
田
　
淑
子

問　
町
長
は
県
内
の
大
変
な

状
況
で
、
き
ち
ん
と
し
た
考

え
を
発
言
し
行
動
し
た
こ
と

は
町
民
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
た
。

　
今
後
は
、
県
と
電
力
に
対
し

ど
う
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

町
長　
安
全
対
策
や
避
難
計

画
の
実
効
性
は
ま
だ
必
要
で

あ
る
。
県
と
電
力
に
安
全
を

重
視
し
て
い
く
よ
う
強
く
訴

え
て
い
く
。

18
歳
未
満
均
等
割
の

 

全
額
免
除
を

問　

国
保
税
の
均
等
割
は
、

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
増

え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、

18
歳
未
満
の
均
等
割
額
免
除

を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
均
等
割
額

の
特
例
と
し
て
、
２
年
度
独

自
に
減
額
し
て
お
り
、
３
年

度
も
継
続
す
る
。

女
川
原
発
問
題

 

今
後
の
働
き
か
け
は

吉
田
　
二
郎

問　

牛
飼
水
辺
公
園
の
張
り

出
し
デ
ッ
キ
２
カ
所
中
、
１
カ

所
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ

て
い
る
が
改
修
は
す
る
の
か
。

町
長　
張
り
出
し
デ
ッ
キ
は

国
が
管
理
し
て
お
り
、
国
土

交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
に

現
状
を
伝
え
、
改
修
に
つ
い

て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

予
定
は
な
い
と
の
事
で
あ
る
。

手
島
　
牧
世

問　
健
康
づ
く
り
に
関
与
し

た
運
動
を
行
う
べ
き
で
は
。

町
長　
町
と
し
て
も
積
極
的

な
健
康
づ
く
り
の
運
動
指
導

と
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進

 

基
本
方
針
に
つ
い
て

問　
関
係
団
体
に
町
の
方
針

や
国
、
県
の
方
向
性
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
べ
き
で
は
。

町
長　
重
要
な
も
の
な
の
で
、

お
知
ら
せ
し
、
理
解
い
た
だ

き
進
め
て
い
く
。

牛
飼
水
辺
公
園
の
改
修
は

健
康
づ
く
り
の
運
動
を
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●
昨
年
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

の
町
の
課
題
や
そ
の
対
策
、
今
後
の
見

通
し
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
わ
か

り
や
す
い
で
す
。
子
育
て
世
代
で
す
が
、

引
っ
越
し
て
く
る
際
に
古
川
の
不
動
産

業
者
の
方
か
ら
「
子
育
て
す
る
な
ら
美

里
町
が
お
す
す
め
で
す
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
や
妊
婦
に
対
す

る
予
防
接
種
の
助
成
、
新
生
児
特
別
臨

時
給
付
金
の
支
給
、
生
活
応
援
商
品
券

の
配
布
な
ど
や
は
り
近
隣
自
治
体
に
比

べ
て
も
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
30
歳
）

●
美
里
町
の
お
い
し
い
梨
も
終
わ
り
に
な

り
、
同
じ
く
ム
ク
ゲ
の
花
も
去
り
ま
し

た
。
金
木
犀
の
香
り
が
ほ
の
か
に
漂
っ

て
い
ま
す
。
一
年
の
年
の
流
れ
が
速
く

感
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

（
71
歳
）

●
町
議
会
の
傍
聴
に
な
か
な
か
行
け
な
い

の
で
議
会
だ
よ
り
は
議
会
や
議
員
さ
ん

の
発
言
や
活
動
状
況
が
詳
細
に
わ
か
る

の
で
役
立
ち
ま
す
。 

（
70
歳
）

●
町
内
の
た
め
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
議
員

の
方
々
、
こ
れ
か
ら
も
大
変
で
し
ょ
う

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
69
歳
）

●
毎
回
表
紙
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
元
気
い
っ
ぱ
い
の
運

動
会
。
練
習
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
次
回

の
表
紙
が
楽
し
み
で
す
。 

（
70
歳
）

●
コ
ロ
ナ
対
策
商
品
券
助
か
り
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
活
性
化
を
願
い
ま
す
。

 

（
47
歳
）

●
我
が
家
の
庭
に
春
は
真
っ
白
い
花
が
咲

き
、
秋
に
は
真
っ
赤
な
紅
葉
の
２
本
の

木
が
植
え
て
あ
り
ま
す
。
町
木
で
あ
る

「
は
な
み
ず
き
」
で
す
。
町
に
も
っ
と

は
な
み
ず
き
を
植
え
る
こ
と
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。 

（
77
歳
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
毎
日
を
町
議
会
の
皆
様
方

お
身
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い

ま
せ
。 

（
90
歳
）

●
美
里
町
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
、
写
真
な
ど
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
見
や
す
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
発
行
さ
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。 
（
58
歳
）

●
議
会
を
傍
聴
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
体
調

が
優
れ
ず
に
お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
82
歳
）

●
議
会
だ
よ
り
に
は
、
美
里
町
で
何
を
話

し
合
わ
れ
て
い
る
の
か
、
活
動
内
容
な

ど
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
29
歳
）

議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

議会の活動 （９月会議から12月会議まで）
9月1日～18日 令和2年度美里町議会9月会議

4日～18日 行財政・議会活性化調査特別委員会
4日 議会だより編集特別委員会
9日 全員協議会

10日 総務、産業、建設常任委員会

11日 議会運営委員会
特別委員会・議会懇談会合同会議

14日 全員協議会
15日 議会運営委員会
18日 議会運営委員会
24日 教育、民生常任委員会

10月　2日 議会だより編集特別委員会

6日 県北地方町議会議長会
第13回県北地方町議会議員研修会

9日 特別委員会・第1分科会
特別委員会・第2分科会

12日 議会だより編集特別委員会
13日 特別委員会・議会懇談会合同会議
19日 議会だより編集特別委員会

20日～21日 令和2年議会懇談会
27日 特別委員会・第1分科会
28日 特別委員会・第2分科会
29日 教育、民生常任委員会

11月　4日
議会運営委員会
宮城県町村議会議長会
議会広報研究会

5日 令和2年度美里町議会11月会議
全員協議会

大崎地域広域行政事務組合議会(美里町選出議員）
10月12日 議会運営委員会打合せ

19日 特別委員会打合せ
20日 議会運営委員会

22日 全員協議会
第3回定例会

11月　2日 請願審査特別委員会
20日 請願審査特別委員会

30日 全員協議会
第4回臨時会

10日 特別委員会・議会懇談会合同会議

13日
特別委員会・第1分科会
大崎地域広域行政事務組合議会
令和2年度大崎地域市町議会議員交流会議

17日 特別委員会・議会懇談会合同会議

19日
総務、産業、建設常任委員会
教育、民生常任委員会懇談会
令和2年度美里町表彰式

24日 特別委員会・第2分科会
教育、民生常任委員会懇談会

27日 全員協議会
議会運営委員会

30日
令和2年度美里町議会11月会議
全員協議会
特別委員会・議会懇談会合同会議

12月　3日 議会運営委員会
4日 総務、産業、建設常任委員会

美里町議会だより
令和３年２月１日 17



あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ
平成30年度予算審査で意見を付し議会だより№54号で
追跡した「その後」を報告します。

美里町郷土資料館の常時開館を
　地域の歴史を伝える親しみやすい資料館を目指し平成29年８月５日に開館しま
した。
　当地域で使われてきた農具や古民具、町内の遺跡から出土した土器などを主に
展示し、８月のオープン以来、申し込み（予約制）による公開を行っていました。

　郷土資料館は令和元年度より、予約無しでいつでもご覧いただける常時開館と
なりました。
　昔を思い出し、懐かしんでいただきたいと町民から寄贈いただいた資料や、農具、
古民具を中心に展示されています。
　令和元年度は４つの企画展と体験講座を実施。町内外からの団体視察を受け入
れ、来館者数は975人となりました。

どうなった

懐かしい時代にタイムスリップ

●開館時間　火曜日から日曜日　
　　　　　　10：00～16：45（4月～9月）
　　　　　　10：00～16：00（10月～3月）
●休 館 日　月曜日、祝日、第１木曜日
●入 館 料　無料
　　　　　　☎090-2796-9369

みなさ
んも

見に来
てね～

美里町議会だより
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ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

コ
ロ
ナ
禍
の

　
荻
埣
親
友
会目め

黒ぐ
ろ

　
直な

お
樹き

　

親
友
会
は
荻
埣
に
在
住
す
る
30
代

か
ら
古
稀
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
と
農

家
は
も
ち
ろ
ん
会
社
員
・
単
身
赴
任
・

公
務
員
・
議
員
ほ
か
酒
・
ガ
ス
・
解

体
・
建
築
・
花
火
・
運
送
・
歌
手
・

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
様
々
な
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
在
24
名
が
荻

埣
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

発
足
時
は
不
明
で
す
が
当
初
は
会

員
が
多
す
ぎ
て
42
歳
の
厄
払
い
祈
願

を
さ
れ
る
と
退
会
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

後
は
ゴ
ー
ゴ
ー
会
な
る
秘
密
組
織
を

結
成
し
活
動
し
て
い
る
と
も
聞
い
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
年
数
回
の
農
村
公
園
管
理
、

第
11
回
ま
で
続
け
た
全
日
本
ど
ろ
ん

こ
そ
り
レ
ー
ス
大
会
in
荻
埣
、
日
枝

神
社
へ
の
芸
の
奉
納
活
動
な
ど
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
ど
ろ
ん
こ
大
会
と
秋
の
祭
典
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
末
か
ら
の
第
三
波
で
は
１
日

の
感
染
者
数
も
更
新
さ
れ
、
年
末
年

始
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
関
連
事
業
は
停
止
に

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

春
先
か
ら
長
期
の
準
備
期
間
を
要

す
る
ど
ろ
ん
こ
大
会
で
す
が
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
が
一
向
に
収
束
す
る

気
配
も
な
い
こ
と
か
ら
泣
く
泣
く

取
り
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
新
ス
タ
イ

ル
の
夏
祭
り
と
し
、
会
場
も
水
い

ぼ
神
様
前
か
ら
農
村
公
園
に
移
し
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
で
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
運
動
系
の
ほ
か
頭

を
使
っ
た
ク
イ
ズ
等
に
参
加
す
れ

ば
各
百
円
分
の
食
券
を
ゲ
ッ
ト
で

き
る
祭
り
、
略
し
て
「
お
ぎ
ぞ
ね

夏
ス
タ
」（
仮
称
で
す
）定
番
の「
生

ビ
ー
ル
」「
焼
き
鳥
」「
か
き
氷
」「
と

す
け
っ
こ
」
の
ほ
か
、
新
メ
ニ
ュ

ー
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

荻
埣
だ
け
で
な
く
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
て
開
催
す
る
つ
も
り
で
す
が
、

今
は
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
摂
取
と
疫

病
退
散
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

今回は荻埣行政区
目黒直樹さんからの
投稿です。

　

１
月
10
日（
日
）に
町
の
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
マ
ス
ク
着
用
で
す
が
、
写

真
撮
影
の
時
だ
け
マ
ス
ク
を
は
ず
す
様
子
が

見
ら
れ
た
、
い
つ
も
と
違
う
成
人
式
に
な
り

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 表紙写真

「
ど
ろ
ん
こ
レ
ー
ス
」
か
ら

 

「
夏
ス
タ
」
へ

美里町議会だより
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議会だより議会だより

環境に配慮し再生紙を
使用しています。

12月会議
No.64 令和３年２月１日

発行／美里町議会　編集／議会だより編集特別委員会
〒987-8602　宮城県遠田郡美里町北浦字駒米13番地

TEL（0229）33-2118��FAX（0229）33-2402
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

検索GO！

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。

　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

　　　締切日
　令和３年２月28日㈰（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募３５件、正解者３１人）
　・齋　藤　政　子　さん（牛飼２区）
　・千　葉　さ　わ　さん（峯　　山）
　・加　藤　里　栄　さん（上二郷１）
　・今　野　崎　枝　さん（大　　口）
　・伊　藤　郁　未　さん（福 ケ 袋）
◎前号の答え
　（１１１・振興・８）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。
美里町公式ホームページ
（URL：http：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか
次回の会議 予定

３月２日（火）午前10時から

12月会議
議会中継（LIVE）アクセス件数695件・傍聴人数２人

一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。
議会ライブ中継配信
会議の映像を配信しています。ホームページから
ご覧になれます。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
厳
し
い
寒
さ

の
中
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
民
皆
様
の
健
康
を
ご
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
体
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
は
収
束
を
願
っ
て
お
り
ま
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

終
始
脅
か
さ
れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
、
被
災
地
初
の
原
発
の
再

稼
働
承
認
な
ど
大
変
な
年
と
な
り
ま

し
た
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
常

に
住
民
第
一
と
考
え
、
各
議
員
が
一

般
質
問
な
ど
に
よ
り
活
動
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
号
に
お
き
ま
し
て
は
二
度
の
11

月
会
議
、
12
月
の
定
例
会
議
、
議
会

懇
談
会
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
前
講

座
が
中
止
と
な
り
、
中
学
生
向
け
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

　

親
し
み
が
あ
り
、
読
み
や
す
い
編

集
を
心
掛
け
編
集
委
員
一
同
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご

愛
読
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
柳
田　

政
喜
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
大
　
橋
　
昭
太
郎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
前
　
原
　
吉
　
宏

　副
委
員
長
　
佐
　
野
　
善
　
弘

　委
　
　
員
　
柳
　
田
　
政
　
喜

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
手
　
島
　
牧
　
世

　委
　
　
員
　
山
　
岸
　
三
　
男

編
集
後
記

コロナの収束を願って（山神社どんと祭）

美里町
議会だより

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

① 〇〇費値上げに議論
②町内の〇会場で議会懇談会を開催
③一般質問、５人の議員が〇項目を 

質問
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